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「最善の利益」とは 
治癒的医療が「最善の利益」となる場合 
「延命措置中止が最善の医療」と認められた例 
欧州人権裁判所まで至った事例 
   表：アルフィー・エバンス事例 
おわりに 
 結局、「最善の利益」という言葉はなるべく使わずに、「良質の医療」について検討するのが適切で

す。もし使うなら、「誰の何のための最善の利益か」を関係者で話し合い、「医療の無益性」において

と同様に「合理的な医学的判断」「根拠に基づいた医療（EBM）」、そして共同意思決定の取り組みを

大切にするよう勧められます。ただ、この共同意思決定の取り組みが端から通用しない事態が存在し

ます。それが「信仰に基づく輸血拒否」の場合です。次回は、その点についてみてみましょう。 
 

【WHO】 
 抗パーキンソン剤セレギリンで低血糖 

【WHO】 
 抗ヒスタミン剤デスロラタジンでドライアイ 

【カナダHealth Canada】 
 モダフィニル:先天性異常 
【WHO】  
 プロトンポンプ阻害剤と女性化乳房 
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編集後記 
★経済協力開発機構（OECD）が 15 歳を対象に行う学習到達度調査「PISA」の 2018 年時の結果が

出た。そのPISA で、読解力について測定するための出題で今回初めて実施された「文章の信ぴょう

性を評価する能力を測定する問題」の正答率が、日本の高校１年生では特に低い、という部分に興味

を持った★特徴的な出題のひとつは、商品の販売元とオンライン雑誌が、商品についてネット上で発

信した文章を比較する、という内容★この問題を医薬品に置き換えてみると、「製薬企業と週刊誌が、

医薬品についてネット上でそれぞれ発信した文章を比較する」となるわけで、薬の消費者がこれらの

情報をどのように読み解くのか、ということになる★ PISA の結果は、試験に参加した年代だけを反

映したものではないかもしれない。この国で暮らす一人一人が騙されないために読解力をつけること

が求められている、とPISA の結果をみて、思う。（な） 
 


